
地域密着型金融推進計画

（平成25年度）

水沢信用金庫



地域密着型金融の取り組み状況（平成25年度）

平成25年度取り組み状況

(１)創業・新事業支援
・奥州市等の制度融資や公的機関との連携を活用し、地域
企業の新規事業を支援します。

・創業・新事業展開事業者の資金需要に対し資金提供を図りました。
　 実績　奥州市制度融資・開業資金　　6件　　23百万円
　　　　　 その他　　　　　　　　　　　　　　　2件　　13百万円
・奥州市と共催で創業希望者向けの『創業支援セミナー』を開催しました。
・奥州商工会議所との連携により創業・新規事業にご利用いただける『ニュービジネスローン』の利便性を高める改定を行いました。
・認定支援機関として3件の創業補助金申請支援を行い、内1件の交付決定を受けました。

(２)経営改善支援
・企業支援課と営業店の協調により、経営改善計画書の策
定や進捗管理に努め、事業支援を継続します。
・ビジネスマッチングにより、新たな販路獲得等を支援しま
す。
・事業価値を見極める融資手法（不動産担保や個人保証に
過度に依存しない融資）として、信用保証協会を積極的に
活用します。

・経営支援先として23先を選定し、内2先がランクアップとなりました。
・条件変更を行った先の内、重点管理先75先を選定し、企業支援課と営業店がアフターフォローに取り組みました。
・専門家派遣事業として中小企業庁のミラサポ事業を1先に活用、また、商工会議所のエキスパートバンク事業を1先に活用し、専門家の派遣による
経営改善計画策定支援、業務改善支援が行われました。
・認定支援機関として4件のものづくり補助金申請支援を行い、内1件の交付決定を受けました。
・事業価値を見極める融資手法（不動産担保や個人保証に過度に依存しない融資）への取組みについては、信用保証協会付融資の推進を図りま
した。
   実績　401件　3,222百万円
・東北地区信用金庫協会等主催の「ビジネスマッチ東北2013」に出展した13社、城南信用金庫主催の「よい仕事おこしフェア」に出展した3社、のべ
16社の商談をサポートいたしました。

(３)事業再生支援
・中小企業再生支援協議会の活用を図り、事業再生の支
援に努めます。

中小企業再生支援協議会を利用し、9先（内6先は暫定リスケスキーム）の経営改善計画策定支援を行い、策定完了した6先について金融機関連絡
会議を開催しました。

(４)事業承継支援
・「みちのく奥州イブニングサロン」への参加を継続し、地域
の産学官と共に支援に努めます。

・『みちのく奥州イブニングサロン』の情報交流会に参加し、産学官連携、異業種交流による地域活性化の取組みについて意見交換を行いました。
（25年度は3回の参加）
・青信会（若手経営者の会）によるビジネスマッチ東北2013の視察研修を実施いたしました。（参加者20名）

・研修派遣や通信講座受講を通じて職員のレベルアップを
図ります。

・東北地区信用金庫協会の「目利き力講座」に2名、岩手県信用金庫協会の「中小企業経営支援実務研修」に6名派遣し、職員のレベルアップを図り
ました。

(１)地域全体の活性化、持続的な成長を視野に入れた、同時的・一体的な「面」的再生への取組み
・奥州市が策定した「奥州市中心市街地活性化基本計画」
の各種実施事業に対する当金庫の係わりを検討するた
め、奥州市ならびに奥州商工会議所等と情報交換を行いま
す。

・奥州市政策企画課に昨年度協力いただいた「地方公共団体に関するアンケート調査」（信金中央金庫主催）に関する調査報告書（「地域経済社会
の現状と地方公共団体の対応」）を持参し、市と金庫の組織的な係わりについて情報交換を行いました。

(２)面的支援への取組み強化
・地域の各種イベントや文化行事に積極的に参加、支援し
ます。
・各種スポーツ大会を開催します。
・水沢公園の桜まつりを支援します。

・営業店中心に、地域のイベント地域に積極的に参加いたしました。
・野球大会、パークゴルフ大会、ビーチボール大会を主催いたしました。
・水沢公園桜まつり会場に夜桜のライトアップのために投光器を提供いたしました。

項目・具体的取組策

１．顧客企業に対するコンサルティング機能の発揮

(５)「目利き機能」の発揮

２．地域の面的再生への積極的な参画



地域密着型金融の取り組み状況（平成25年度）

平成25年度取り組み状況項目・具体的取組策

(１)地域密着型金融に関する取組みの情報発信

・地域密着型金融の取組み状況をホームページやディスク
ロージャー誌等により公表します。

・25年度の取組みについて、店頭・ホームページやディスクロージャー誌により公表いたしました。
・全てのお客様に分かりやすい内容とした「ミニディスクロージャー誌」を発行いたしました。

(２)地域の活性化につながる情報発信
・金融教育・犯罪防止に役立つ情報を発信します。 ・「就業体験学習」として水沢商業高等学校2年生4名の受け入れを行いました。

・奥州市内小学5.6年生200名を対象とした奥州商工会議所青年部主催の職場体験学習事業「キッズワーカーズin奥州」に協力いたしました。
・水沢南中学校1年生228名を対象とした「生き方講演会」に協力いたいました。
・水沢小学校6年生135名を対象とした「ぼく・わたしの未来予想図　お話を聞く会」に協力いたしました。

(１)地域社会への貢献・還元
・地域振興イベントなどへの協賛・参加、毎月の清掃活動を
継続します。

・地域のお祭り・イベント・事業に参加、協賛いたしました。
  （日高火防祭、江刺甚句まつり、前沢春まつり、奥州水沢夏まつり、奥州水沢花火大会、金ケ崎町夏まつり、YOSAKOI　in みずさわ、奥州商工会
議所「キッズワーカーズ　in　奥州」、岩手競馬冠レースなど）
・毎月15日に全役職員が店舗周辺をはじめとする地域内の清掃活動を行いました。
・お花見シーズン前に全役職員が水沢公園の清掃活動を行いました。

(２)会員組織の充実
・お客様組織である、「すいしん会」「青信会」の更なる活性
化を推進します。

・新年祝賀会、納涼ビアパーティ、研修会等を開催し会員相互の親睦を図りました。

(３)お客様のニーズを踏まえた商品の提供
・お客様のニーズに合った新たなローン商品を提供します。
また、住宅ローンの商品内容見直しなど、地域の皆様の期
待にお応えする商品の提供に努めます。

・住宅ローンの基準金利について見直しを行いました。
　 5年固定基準金利1.80％から1.60％　10年固定基準金利2.00％から1.80％に見直し（25年8月）
・新たなローン商品として、『無担保住宅ローン（しんきん保証基金保証）』、『シニアライフローン『しんきん保証基金保証）』の取扱いを開始しました。
（26年1月）
・申込資格要件の緩和、資金使途、融資金額の拡充、融資利率の見直し等、ニュービジネスローンの改定を行いました。（26年3月）
・ポスティング等(住宅ローン、個人ローン)の周知活動を実施いたしました。

(４)経営力の強化
・地域経済へ持続的に貢献できるよう、ガバナンスの強化、
コンプライアンス態勢・リスク管理態勢の強化等、経営力の
更なる強化に努めます。

・理事会をはじめ、ALM委員会、コンプライアンス委員会等定期的に開催し、各種リスクを適切に管理することにより経営の健全性の強化に努めま
した。
・26年3月期の自己資本比率は13.43%と健全性の基準である4%を大きく上回っております。

３．地域やお客様に対する積極的な情報発信

４．信用金庫に特に求められる事項


	地域密着型金融推進計画　表紙　(２５年度）
	表紙

	地域密着型金融推進計画　文書　(２５年度）
	確定


